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大学番号 ０６５

設置年度 令和 ２年度

計画の区分： 研究科の専攻の設置又は課程の変更

広島大学大学院 先進理工系科学研究科 広島大学・ライプツィヒ大学国際連携サステイナビリティ学専攻

⁷⁷⁷ ה
シュニン

ה
キタ

⁷
ヨウコ

⁷⁷⁷ ⁷⁷ - -

⁷⁷⁷ ⁷⁷ - -

⁷⁷⁷ mail⁷⁷ soumu@office.hiroshima-u.ac.jp

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　例）

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

⁷

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　注１

⁷⁷ ⁷ ה ה ⱪכꜟ◓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【事前伺い（ＪＤ）】設置に係る設置計画履行状況報告書

国立大学法人広島大学　　　
令和３年５月１日現在

注３注３
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１　調査対象大学等の概要等
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⁷ ᵔ⁷ ─ ─

人 人 平成２９年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 0 人 0 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 1 人 1 人
[家庭の事情，新型コロナウイルス感染症の流行により渡
日の目途が立たないため。1人]

令和３年度 0 人 0 人

1 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

⁷ ᵕ⁷ ─ ↔≤─ ─

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 0

【平成３０年度】

平成３１年度の退学者数（ａ） 0
平成３１年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 2

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 1
令和３年度の在学者数（ｂ） 4

⁷ה ╩ ╡ ≡ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

= = #DIV/0! ％

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

人

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

令和２年度 2 人 0 人

人

合　　計

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

= = 25 ％

= = 0 ％

= = #DIV/0! ％

= = #DIV/0! ％

平成３０年度 人

令和３年度 4 人 1

令和元年度 人

⁷⁷⁷ ⁷

在学者数（b） 退学者数（a）

平成２９年度

入学した年度

主な退学理由
（留学生の理由は[　]書き）

内訳

うち留学生数

退学者数

人
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Management

広島大学

Development
Technology

広島大学

Transportation
Engineering

広島大学

Transportation
Planning

広島大学

Tourism Policy 広島大学

Geographic
Information System
Technology

広島大学

小計（6科目）

ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
大
学
開
設
科
目

Basics in Economic
Sciences

Basics in Social
Sciences –
International
Studies

ライプツィヒ大学

ライプツィヒ大学

小計（3科目）

リサーチメソッド 広島大学

持続可能な発展論基
礎

広島大学

Regional and Urban
Engineering

広島大学

Fundamentals of
Survey Methodology

広島大学

Numerical
Environmental
Impact Assessment I

広島大学

小計（11科目）

研
究
科
共
通
科
目

社
会
性

MOTとベンチャービジ
ネス論

広島大学

技術移転論 広島大学

技術移転演習 広島大学

データビジュアライ
ゼーションＡ

データビジュアライ
ゼーションＢ

広島大学

環境原論Ａ 広島大学

環境原論Ｂ 広島大学

小計（7科目）

広島大学

ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
大
学
開
設
科
目

ベ
ー

シ
ッ

ク
科
目

広
島
大
学
開
設
科
目

大
学
院
共
通
科
目

持続
可能
な発
展科
目

基
盤
科
目

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

ライプツィヒ大学

ライプツィヒ大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

データビジュアライ
ゼーションＡ

データビジュアライ
ゼーションＢ

Basics in Economic
Sciences

Basics in Social
Sciences –
International
Studies

小計（3科目）

Environmental
Management

Development
Technology

Transportation
Engineering

Transportation
Planning

Tourism Policy

研
究
科
共
通
科
目

社
会
性

MOTとベンチャービジ
ネス論

技術移転演習

技術移転論

広
島
大
学
開
設
科
目

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

Hiroshimaから世界平
和を考える

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

ダイバーシティの理
解

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

データリテラシー

医療情報リテラシー

人文社会系キャリア
マネジメント

理工系キャリアマネ
ジメント

ストレスマネジメン
ト

MOT入門

アントレプレナー
シップ概論

小計（11科目）

持続可能な発展論基
礎

Regional and Urban
Engineering

Fundamentals of
Survey Methodology

Numerical
Environmental
Impact Assessment I

Geographic
Information System
Technology

小計（6科目）

環境原論Ａ

環境原論Ｂ

小計（7科目）

Risk Management
Technology

Basics in
Sustainable
Development

Basics in
Sustainable
Development

ベ
ー

シ
ッ

ク
科
目

２　授業科目の概要

─ ─ה

─

ה

＜先進理工系科学研究科　広島大学・ライプツィヒ大学国際連携サステイナビリティ学専攻＞

（１）－① 授業科目表

ₒ │ ₓ

─

広島大学

広島大学

Hiroshimaから世界平
和を考える

広島大学

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

広島大学

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

ダイバーシティの理
解

広島大学

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

データリテラシー 広島大学

医療情報リテラシー 広島大学

人文社会系キャリア
マネジメント

広島大学

理工系キャリアマネ
ジメント

広島大学

ストレスマネジメン
ト

広島大学

MOT入門 広島大学

広島大学
アントレプレナー
シップ概論

ライプツィヒ大学 ライプツィヒ大学

基
盤
科
目

リサーチメソッド

広島大学
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1・2
②

2 1
1・2
②

2 1

1・2
①

2 1
1・2
①

2 1

1・2
①

2 1
1・2
①

2 1

1・2
①

2 1
1・2
前

2 1

1・2
②

2 1
1・2
②

2 1

1・2
③

2 1
1・2
後

2 1

1・2
③

2 1
1・2
③

2 1

1・2
③

2 1
1・2
③

2 1

1・2
①

2 1
1・2
①

2 1

1・2
①

2 兼1

1・2
③

2 兼1

1後 2 3 5 兼3 1後 2 4 4 兼3

1前 2 3 5 兼3 1前 2 4 4 兼3

－ 0 36 0 3 5 0 0 0 兼4 － 0 40 0 4 4 0 0 0 兼7

2後 2 3 5 兼3 2後 2 4 4 兼3

2後 2 3 5 兼3 2後 2 4 4 兼3

1・2
前

2 1 兼1
1・2
前

2 1 兼2

2後 2 兼1
2前
後

2 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 兼1
1・2
前

2 兼4

１・
2①

2 1 4 兼6
１・
2①

2 2 3 兼6

2後 2 3 5 兼3 2後 2 4 4 兼3

－ 0 16 0 3 5 0 0 0 兼7 － 0 16 0 4 4 0 0 0 兼14

1前 5 2 1前 5 2

1前 5 1 兼1 1前 5 1 兼1

1前 5 1 1前 5 1 1

1前 5 1 兼1 1前 5 2 兼1

1前 5 1 1前 5 1

－ 0 25 0 3 0 2 0 0 兼2 － 0 25 0 3 0 4 0 0 兼2

2後 7.5 1 2後 7.5 1

2後 2.5 1 兼1 2後 2.5 兼1

2後 2.5 1 2後 2.5 1

2後 2.5 1 2後 2.5 1

2後 5 1 兼1 2後 5 1 兼1

2後 5 1 1 2後 5 1 1

2後 5 1 2後 5 1

－ 0 30 0 5 0 1 0 0 兼2 － 0 30 0 4 0 1 0 0 兼2

1～2 15 3 5 兼3 1～2 15 4 4 兼3

1～2 15 9 1 4 兼2 1～2 15 9 1 7 兼3

－ 0 30 0 12 6 4 0 0 兼5 － 0 30 0 13 5 7 0 0 兼6

－ 0 185 0 13 6 4 0 0 兼47 － 0 189 0 13 5 7 0 0 兼66

Environmental
Health Science

広島大学

Urban
Environmental
Science

広島大学

(国際連携専攻／連携外国大学の修了要件)
修了に必要な単位数を60単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上で，修
士論文及び最終試験に合格すること。

○修了要件単位数：60単位
・そのうち，広島大学から30単位以上，ライプツィヒ大学から30単位以上修得すること
○広島大学をホーム大学とする学生の要修得単位数は以下のとおり
【広島大学開設科目】
・ベーシック科目：12単位以上
　－大学院共通科目（持続可能な発展科目）：1単位以上
　－大学院共通科目（キャリア開発・データリテラシー科目）：1単位以上
　－研究科共通科目（社会性）：2単位以上
  －基盤科目：8単位以上（「持続可能な発展論基礎」は必修）
・専門科目：2単位以上（「演習Ａ」は必修）
・広島大学が開設する科目：1単位以上
・修士論文に関する科目：15単位以上
　－修士論文：15単位

【ライプツィヒ大学開設科目】
専門科目 30単位以上

Modelling in
Resources
Management

ライプツィヒ大学

Entrepreneurship
Management

ライプツィヒ大学

Economics and
Natural Resource
Use and
Conservation

ライプツィヒ大学

小計（7科目）

修
士
論
文
に
関

す
る
科
目

修士論文 広島大学

Master's Thesis ライプツィヒ大学

小計（2科目）

ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
大
学
開
設
科
目

S
p
e
c
i
a
l
i
z
a
t
i
o
n
 
科

目

Energy Engineering
and Management

ライプツィヒ大学

Water Resources
Management

ライプツィヒ大学

Sustainable Energy
Economics

ライプツィヒ大学

Land Management ライプツィヒ大学

Environmental and
Biodiversity
Economics

ライプツィヒ大学

小計（5科目）

I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
 
科
目

Integration Module ライプツィヒ大学

Project Management
and
Communication
Skills

ライプツィヒ大学

Material Flow
Management

ライプツィヒ大学

Sustainability
Assessment of
the Energiewende

ライプツィヒ大学

演習Ａ 広島大学

演習Ｂ 広島大学

小計（19科目）

I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
 
科
目

フィールドワーク 広島大学

グローバルインター
ンシップ

広島大学

Developing
Designing Ability

広島大学

国際協力プロジェク
ト演習

広島大学

国際公務員実務演習
Ａ

広島大学

国際公務員実務演習
Ｂ

広島大学

International
Environmental
Cooperation Studies

広島大学

演習Ｃ 広島大学

小計（8科目）

Botany Resources
for the Future

広島大学

Environmental
Monitoring

広島大学

Biomass Energy
Technology

広島大学

Ecosystem
Conservation and
Management Science

広島大学

Management and
Conservation of
Ecosystems

広島大学

Sustainable
Architecture A

広島大学

Sustainable
Architecture B

広島大学

Energy Science and
Technology

広島大学

Numerical
Environmental
Imun�耀
修了に必要な単位数を60単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上で／国腎僉
ቐ虱뜒那຃頠藰療쐐蓐蟰葰藀肰

○修了要件単位数：60単位
・そのうち，広島大学から30単位以上，ライプツィヒ大学から30単位以上修得すること
○広島大学をホーム大学とする学生の要修得単位数は以下のとおり
【広島大学開設科目】
・ベーシック科目：12単位以上
　－大学院共通科目（持続可能な発展科目）：1単位以上
　－大学院共通科目（キャリア開発・データリテラシー科目）：1単位以上
　－研究科共通科目（社会性）：2単位以上
  －基盤科目：8単位以上（「持続可能な発展論基礎」は必修）
・専門科目：2単位以上（「演習Ａ」は必修）
・広島大学が開設する科目：1単位以上
・修士論文に関する科目：15単位以上
　－修士論文：15単位

【ライプツィヒ大学開設科目】
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・専門科目：30単位以上
  －Specialization 科目：15単位以上
　　（「Sustainable Energy Economics」,「Environmental and Biodiversity Economics」は必修）
  －Integration科目：15単位以上
　　（「Integration Module」, 「Project Management and Communication Skills」は必修）

○ライプツィヒ大学をホーム大学とする学生の要修得単位数は以下のとおり
【ライプツィヒ大学開設科目】
・ベーシック科目：15単位
・修士論文に関する科目：15単位以上
　－Master’s Thesis：15単位
【広島大学開設科目】
・専門科目：22単位以上
  －Specialization科目：15単位以上（「演習Ｂ」は必修）
  －Integration科目：7単位以上（「演習Ｃ」は必修）
・広島大学が開設する科目：8単位以上

・専門科目：30単位以上
  －Specialization 科目：15単位以上
　　（「Sustainable Energy Economics」,「Environmental and Biodiversity Economics」は必
修）
  －Integration科目：15単位以上
　　（「Integration Module」, 「Project Management and Communication Skills」は必修）

○ライプツィヒ大学をホーム大学とする学生の要修得単位数は以下のとおり
【ライプツィヒ大学開設科目】
・ベーシック科目：15単位
・修士論文に関する科目：15単位以上
　－Master’s Thesis：15単位
【広島大学開設科目】
・専門科目：22単位以上
  －Specialization科目：15単位以上（「演習Ｂ」は必修）
  －Integration科目：7単位以上（「演習Ｃ」は必修）
・広島大学が開設する科目：8単位以上
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₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈ ◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ה ᵒ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈☻♩꜠☻ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ה ᵒᵔ₉⅛╠₈ ה ᵔ₉⌐ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈MOT ₉─ ╩₈ ה ᵑᵓ₉⅛╠₈ ה ᵑ ₉⌐ ⁹

ₒ ₓ
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ₉─ ╩₈ ה ᵓ₉⅛╠₈ ה ᵔ₉⌐ ⁹

ₒ ₓ
ה ─ ┘ ─ ⇔⌐╟╡ ─ⱷ♁♇♪₉♅כ◘ꜞ₈ ╩₈ ᵑהᵓ₉⅛╠₈ ᵑהᵔ₉⌐ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐
⁹

ה ─√╘ ₈Fundamentals of Survey Methodology₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈Numerical Environmental Impact Assessment I₉─ ╩₈ ה ᵓ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈Geographic Information System Technology₉─ ╩₈ ה ᵓ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

ₒSpecialization ₓ
ה ─ ⌐╟╡ ₈Environmental Management₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ┘ ─√╘ ₈Development Technology₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⌐╟╡ ₈Sustainable Architecture ₉─ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ⌐╟╡ ₈Sustainable Architecture ₉─ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈Numerical Environmental Impact Assessment II₉─ ╩₈ ה ᵑ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈Environmental Monitoring₉─ ╩₈ ה ᵓ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

（２） 授業科目数

50

16

0 50 0 52

0 16

0 52

00 0 00

0

0

⁷⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷⁷

（１）－②授業科目表に関する変更内容
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ה   ה

ꜝ▬ⱪ♠▫ⱥ

⁷ה ⌐ ⇔≡™╢⌐╙ ╦╠∏⁸ ╠⅛─ ≢ ≤⌂∫≡™╢ ⌐≈™≡ ⇔≡

⁷⁷⁷⁷ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│ ⌂ ╡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⅜™⌂⅛∫√√╘⌐ ≤⌂∫√ ⌐≈™≡│ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

ה   ה

ꜝ▬ⱪ♠▫ⱥ

⁷ה ─ ⌐№╡⁸ ╠⅛─ ≢ ⅛╠ ⇔√ ⌐≈™≡ ⇔≡

⁷⁷⁷⁷ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│ ⌂ ╡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה ╩ │ ≤⇔√↓≤⌐╟╢ ─ ┼─ ⌐ ∆╢ ─ ⁸

⁷⁷⁷⁷ ┼─ ⁸ ─ ⌂≥╩ ⌂⅛⅞╡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

66

⁷ה ╩ ╡ ≡⁸ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ≤ ─ ₉⅜⁸₈ ₉≤₈ ₉─ ≤⌂╢╟℮⌐
⁷⁷⁷⁷ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

≤ ─
0

─ ─ ─

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

⌂⇔

（４） 廃止科目

─ ─

⌂⇔

（３） 未開講科目

─ ─

⌂⇔

9



כⱦ◓ꜝהכ◌♇◘ ⁷

⁷⁷⁷⁷β ⌐ ╢ ─ ╩ ⇔ ─ │ ╘⌂™≢ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷╩ ∑≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌐≈™≡│₈ ─ ╡ ┘ ─ ₉│ ≢∆⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⅜ ≤ ⌐№╢ │ ∕─ ה ╩₈ ₉⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

)⁷₈ה⁷⁷⁷ ) ה ₉⌐≈™≡│ ⌐ ─ ╩ ⌐│ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ⅛╠ ─ ╕≢⌐ ─№∫√╙─⌐≈™≡│ ╩ ≢ ⅎ ⇔ ∆╢≤≤╙⌐

⁷⁷⁷⁷∕─ ┘ ₈ ₉╩₈ ₉⌐ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷⁷⌂⅔ ─ ⌐⅔™≡ ≢ ⅎ ⇔⇔√ ⌐≈™≡│ ⅎ ⇔─╕╕ ⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ─ │ ─ ─ ─ ⅜№╢ ⌐│ ₈ ₉

⁷ה ─ ╩ ─ ∕─ ─ ⌐ ∂≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─◐ꜗfiⱤ☻⌐ ⅛╣≡™╢ ⁷⁷

⁷⁷⁷⁷ ─ ⌐ ↑╢ │№╡╕∑╪⁹⌂⅔ ₈ ₉ ┘₈ ₉│ ─ ╩ ∕─ ─

⁷⁷⁷⁷ │ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

╡

─ ─

(８) ╡─
╡

⁷⁷⁷⁷ ⁷⁷

2,369 3,022,083

(７) 体　　育　　館
⁷⁷⁷⁷⁷ ─☻ⱳכ♠ ─

11,384

59,366₡24,323₢ 5,723₡5,717₢ (5,034) 14,306 133

(６) 図　　書　　館
⁷⁷⁷⁷⁷     

 26,967

59,366₡24,323₢⁷ 5,723₡5,717₢⁷ 5,034 14,306 133

3,460,673₡1,290,310₢ 14,306 133

3,460,673₡1,290,310₢⁷ 59,366₡24,323₢⁷ 5,723₡5,717₢⁷ 5,034 14,306 133

3,460,673₡1,290,310₢

ה ⁷⁷
(５) ₡℮∟ ₢ ₡℮∟ ₢ ꜟ♫כꜗ☺

　

─

⁷⁷

図
書
・
設
備

₡℮∟ ₢

59,366₡24,323₢ 5,723₡5,717₢ (5,034)

ⱪ♠▫ⱥ▬ꜝה
◘☻♥▬♫ⱦ

ꜞ♥▫

3,460,673₡1,290,310₢⁷

516,466

(４) 専任教員研究室
─ ⁷⁷⁷⁷⁷⁷

ⱪ♠▫ⱥ▬ꜝה
◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫

8

14 19
1 6

⁷9 ⁷1

⁷⁷⁷ 2,330,018 0 0 2,330,018

0 0 516,466

(３) 教　　室　　等

⁷ ⁷ ⁷ ⁷

56

(２) 校　　　　　舎

⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷
∆╢ ─

─

516,466 0 0 516,466

⁷⁷⁷ 1,195,641 0 0 1,195,641

∕⁷─⁷ 1,134,377 0 0 1,134,377

─
≢ ≢⅝⌂™√
╘ ─

３　施設・設備の整備状況，経費

⁷⁷⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷

(１) ⁷⁷ ⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷
∆╢ ─

─

校
　
　
地
　
　
等

   951,632 0 0 951,632

244,009 0 0 244,009

10



４．既設大学等の状況

  ─  78 1.3
─

0 ⁷⁷

4 160 640 1.06 1.06 49

⁷ 4 120 480 ( ) 1.05 1.05 30 49

⁷ 4 40 160 ( ) 1.07 1.07 30

4 130  3 10 540 1.05 1.05 24

⁷ 4 130  3 10 540 ( ) 1.05 1.05 30 9

4 445 1,780 1.02 1.02 24

⁷ ( ) 4 157 628 ( ) 1.01 1.01 30 12

⁷ ( ) 4 82 328 ( ) 1.01 1.02 30 12

⁷ ( ) 4 73 292 ( ) 1.02 1.01 30 12

⁷ ( ) 4 81 324 ( ) 1.03 1.02 30 12

⁷ ( ) 4 52 208 ( ) 1.05 1.03 30 12

4 170 3 20 720 1.05 1.03 52

⁷ ☻כ◖ 4 140  3 10 580 ( ) 1.05 1.04 7

⁷⁷⁷⁷ ☻כ◖ 4 30  3 10 140 ( ) 1.07 1.00 30 7

4 195  3 10 800 1.04 1.00 52

⁷ ☻כ◖ 4 150 3 5 610 ( ) 1.04 1.00 30 7

⁷⁷⁷⁷⁷ ☻כ◖ 4 45 3 5 190 ( ) 1.01 1.00 30 7

4 230 3 10
(

)

940 1.04 1.02 24

⁷ 4 47 188 ( ) 1.03 1.00 24

⁷ 4 66 264 ( ) 1.03 1.00 10

⁷ 4 59 236 ( ) 1.04 1.05 24

⁷ 4 34 136 ( ) 1.06 1.08 5

⁷ ◦☻♥ⱶ 4 24 96 ( ) 1.04 1.00 4

6 118 716 1.00 1.00 28

4 120 480 1.02 1.05 4

⁷ 6 118 716 ( ) 1.00 1.00 2 28 (13)

⁷

⁷⁷ 4 60 240 ( ) 1.02 1.06 4

⁷⁷ 4 30 120 ( ) 1.01 1.06 4

⁷⁷ 4 30 120 ( ) 1.01 1.00 4

6 53 318 1.00 1.00 40

4 40 160 1.03 1.00 21

⁷ 6 53 318 ( ) 1.00 1.00 40

│ AC ─
─╖

3
⁷ ⁷─

⁷

⁷ ⁷ ⁷ ⁷

11



⁷

⁷⁷ ⁷ 4 20 80
( )

1.03 1.00 21

⁷⁷ 4 20 80
( )

1.02 1.00 21

6 38 228 1.04 1.05 18

4 22 88 1.08 1.04 18

⁷ 6 38 228 ( ) 1.04 1.05 18

⁷ 4 22 88 ( ) 1.08 1.04 18

4 445 3 15 1,810 1.03 1.03 24

⁷ ◦☻♥
ⱶ

4 ( ) 13 30

⁷ ה
הⱶ♥☻◦ה

4 ( ) 13 30

⁷ ( ה
)

4 ( ) 13 30

⁷ ( ה
ה כ◑ꜟⱠ◄ה
)

4 150 3 5 610 ( ) 1.02 1.03 30

⁷ ( ה
◦☻♥ⱶ )

4 90 3 3 366 ( ) 1.05 1.04 30

⁷ ( ה
ה

4 115 3 4 468 ( ) 1.00 1.02 30 13

⁷ ( ה
)

4 90 3 3 366 ( ) 1.06 1.03 30

4 90  3 10 380 1.08 1.04 54

⁷ 4 90  3 10 380 ( ) 1.08 1.04 54

4 80 3 5 330 1.07 1.05 30

⁷ 4 80 3 5 330 ( ) 1.07 1.05 30

2,336 80 9,930

2 420 840 0.86 0.69 2

3 135 270 0.82 0.70 2

2 30 60 0.88 0.96 2

3 20 40 0.82 0.75 2

2 2 2 1.00 2

⁷ 2 257 514 ( ) 0.75 0.54 2 2 3

⁷ ( )

( )

( )

( )

(ⱴⱠ☺ⱷfi♩)

( )

( )

3 85 170 ( ) 0.65 0.54 2
( )

( )

( )

( )

(ⱴⱠ☺ⱷfi♩)

( )

( )

⁷ 2 163 326 ( ) 1.02 0.91 2 1 1

⁷ ( )

( )

( )

3 50 100 ( ) 1.12 0.98 2
( )

( )

( )

⁷ 2 30 60 ( ) 0.88 0.96 2 1 1

⁷

12



⁷ 3 20 40 ( ) 0.82 0.75 2 1 89

⁷

⁷ ♠כꜝ◓ה
◘☻♥▬

♫ⱦꜞ♥▫

2 2 4 ( ) 1.00 1.00 2
5 1

10

⁷

2 449 898 1.12 1.09 2

3 128 256 0.66 0.50 2

2 2 2 1.00 2

⁷ 2 449 898 ( ) 1.12 1.09 2 4 1

⁷ ( )

( )

( )

( )

3 128 256 ( ) 0.66 0.50 2

( )

( )

( )

( )

⁷ ⱪ▬ꜝה
♠▫ⱥ ◘
☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫

2 2 4 ( ) 1.00 1.00 2

5 1

10

⁷
2 170 340 0.95 0.94 31

3 70 210 0.46 0.40 31

⁷ 2 170 340 ( ) 0.95 0.94 31 1 4 4

⁷ ( ) 1 3 1

( ) 1 7 1

( )

3 70 210 ( ) 0.46 0.40 31

( )

( )

( )

4 97 291 1.09 1.04 31

2 76 152 0.98 1.02 31

3 25 75 1.09 1.32 31

⁷ 4 97 291 ( ) 1.09 1.04 31 2 3

⁷ ( )

( )

( )

⁷ 2 76 152 ( ) 0.98 1.02 31 2 3

⁷ ( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

3 25 75 ( ) 1.09 1.32 31
( )

( )

( )

( )

( )

( )

⁷ 2 ( ) 18 2

⁷ 3 ( ) 18 2

⁷ 2 ( ) 13 2

⁷ 3 ( ) 13 2

⁷ 3 ( ) 12 28

⁷ ( )

( )

⁷ 3 ( ) 12 28

⁷ ( )

( )

13



⁷ 3 ( ) 12 28

⁷ ( )

⁷ 2 ( ) 28 2

⁷ ( )

( )

⁷ 2 ( ) 28 2

⁷ ( )

( )

⁷ 2 ( ) 28 2

⁷ ( )

( )

⁷ 2 ( ) 12 2

⁷ ( )

( )

⁷ 2 ( ) 12 2

⁷ ( )

( )

⁷ 2 ( ) 28 2

⁷ ( )

( )

⁷ 3 ( ) 28 2

⁷ ( )

( )

⁷ ◦☻♥ⱶ 2 ( ) 16 2

⁷ ( )

3 ( ) 16 2

( )

⁷ ◦☻♥ⱶ 2 ( ) 16 2

⁷ ( )

3 ( ) 16 2

( )

⁷ⱴⱠ☺ⱷfi♩ 2
(ⱴⱠ☺ⱷfi♩)

12 2

⁷ 3
(ⱴⱠ☺ⱷfi♩)

12 2

⁷ 2 ( ) 28 2

⁷ 3 ( ) 28 2

⁷ 2 ( ) 28 2

⁷ 3 ( ) 28 2

⁷ 2 ( ) 28 2

⁷ 3 ( ) 28 2

⁷ 2 ( ) 28 31

⁷ 3 ( ) 28 31

⁷ ◦☻♥ⱶ 2 ( ) 28 2

⁷ 3 ( ) 28 2

⁷ 2 ( ) 11 31

⁷ 3 ( ) 11 31

⁷ 2 ( ) 10 2

⁷ ( )

( )

3 ( ) 10 2

( )

( )

⁷ 2 ( ) 10 31

⁷ ( )

( )

3 ( ) 10 31

( )

( )

⁷ 2 ( ) 16 2

⁷ ( )

( )

3 ( ) 16 2

( )

( )

14



⁷ 4 ( ) 24 31

⁷ ( )

( )

( )

⁷ 2
( )

24 31

⁷ 3
( )

24 31

⁷ 2 ( ) 24 31

⁷ 3 ( ) 24 31

⁷ 2 ( ) 24 31

⁷( ) ( )

3 ( ) 24 31

( )

⁷ ◦☻♥ⱶ 2 ( ) 22 2

⁷ 3 ( ) 22 2

⁷ 2 ( ) 22 2

⁷ 3 ( ) 22 2

⁷◦☻♥ⱶ◘▬ⱣⱠ♥▫◒☻ 2 ( ) 22 2

⁷ ( )

3 ( ) 22 2

( )

⁷ 2 ( ) 22 2

⁷ ( )

3 ( ) 22 2

( )

⁷ 2 ( ) 22 2

⁷ 3 ( ) 22 2

⁷ 2 ( ) 22 2

⁷ 3 ( ) 22 2

⁷ 2 ( ) 22 2

⁷ 3 ( ) 22 2

⁷ ה ◦☻♥ⱶ 2 ( ) 22 2

⁷ 3 ( ) 22 2

⁷ 2 ( ) 22 2

⁷ 3 ( ) 22 2

⁷ 2 ( ) 18 31

⁷ ( )

3 ( ) 18 31

( )

⁷ 2 ( ) 18 31

⁷ ( )

3 ( ) 18 31

( )

⁷ 2 ( ) 11 31

⁷ ( )

3 ( ) 11 31

( )

⁷ 4 ( ) 14 24

⁷ ( )

( )

( )

⁷ 2 ( ) 6 2

⁷ ( )

( )

3 ( ) 6 2

( )

( )

⁷ 2 ( ) 7 2

⁷ ( )

3 ( ) 7 2

( )

⁷ ( ) 16 2

⁷

15



1,624 3,440

  ─  1.3
─

⁷⁷

ה ─ ≤⌂∫≡™╢ ─ ⅜ ⌐ ⇔≡™╢ ≡─ ╗ ⁸ ┘

⁷⁷⁷⁷ ⌐≈™≡∕╣∙╣─ ↔≤⌐⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ┘ ╩ ↄ ⁹⌂⅔⁸ ─ ⅜ ↕╣≡™╢ ⅛╠ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™

ה⁷⁷⁷ ─ ╕√│ ─ ⁸₈ ╩ ╘≡™╢ ₉↔≤⌐ ≡─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷β₈ ╩ ╘≡™╢ ₉↔≤⌐│⁸ ה☻כ◖╡╟⌐ ⌐ ╩ ╘≡™╢

⁷⁷⁷⁷⁷ ╩ ╘╕∆⁹ ─ ה☻כ◖≡⇔≥ ╩ ↑≡™╢ │ ╘╕∑╪⁹

ה⁷⁷⁷ ≤⌂╢ ⌐≈™≡│⁸ ∏ ╩ ™≡ↄ∞↕™⁹

₈ה⁷⁷⁷ ₉⌐│⁸ ⅛╠ ⇔√ ⌐ ∆╢ ─

⁷⁷⁷⁷ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

₈ה⁷⁷⁷ ₉─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ─ ╛ ⌂≥⁸ ⌐ ─№╢ ╩

⁷⁷⁷⁷ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ủ⁷ủ⁷ ⁷ ⁷ ⁷

─
⁷ │

3

AC ─
─╖

⁷ ⁷
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ₒ │ ₓ ₒ ₓ

５　教員組織の状況

（１）ー① 担当教員表

⁷⁷
⁷

⁷ ⁷

ה

⁷

< 2 10 >

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Regional and Urban
Engineering

Tourism Policy

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷⁷
⁷

ה

ה ה

─ ⁷ ─ ⁷

⁷

< 2 10 >

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

＜広島大学＞

International
Environmental
Cooperation Studies

Regional and Urban
Engineering

Tourism Policy

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 4 >

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

Environmental
Management

Development
Technology

17



⁷

< 2 10 >

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

( )

⁷

< 2 10 >

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Sustainable
Architecture 

Sustainable
Architecture 

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 10 >

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 4 >

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

( )

⁷

< 2 4 >

⁷

< 2 4 >

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Sustainable
Architecture 

Sustainable
Architecture 

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

18



TRAN DANG XUAN

< 2 10 >

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Botany Resources
for the Future

Environmental
Monitoring

Biomass Energy
Technology

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 10 >

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Ecosystem
Conservation and
Management Science

Management and
Conservation of
Ecosystems

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

ⱪ꜡☺▼◒
♩

TRAN DANG XUAN

< 2 4 >

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Botany Resources
for the Future

Environmental
Monitoring

Biomass Energy
Technology

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 4 >

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Ecosystem
Conservation and
Management Science

Management and
Conservation of
Ecosystems

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ
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⁷

< 2 10 >

Environmental
Management

Developing
Designing Ability

International
Environmental
Cooperation Studies

Transportation
Engineering

Transportation
Planning

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 10 >

Developing
Designing Ability

International
Environmental
Cooperation Studies

Energy Science and
Technology

Numerical
Environmental
Impact Assessment I

Numerical
Environmental
Impact Assessment
II

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

ⱪ꜡☺▼◒
♩

Environmental
Management

Development
Technology

⁷

< 2 4 >

Environmental
Management

Development
Technology

Developing
Designing Ability

International
Environmental
Cooperation Studies

Energy Science and
Technology

Numerical
Environmental
Impact Assessment I

Numerical
Environmental
Impact Assessment
II

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 4 >

Environmental
Management

Developing
Designing Ability

International
Environmental
Cooperation Studies

Transportation
Engineering

Transportation
Planning

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ
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Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

⁷

< 2 10 >

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

⁷

< 2 10 >
PhD in Law

⁷

< 2 10 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

MAHARJAN KESHAV
LALL

< 2 10 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

⁷

< 2 4 >
PhD in Law

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

MAHARJAN KESHAV
LALL

< 2 4 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

International
Environmental
Cooperation Studies

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace
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⁷

< 2 10 >

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

⁷

< 2 10 >

♄▬Ᵽכ◦♥▫─

⁷

< 2 10 >

♄▬Ᵽכ◦♥▫─

⁷

< 2 10 >
Ph.D(Economics)

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

⁷

< 2 10 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

ⱪ꜡☺▼◒
♩

⁷

< 2 10 >

⌂

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

International
Environmental
Cooperation Studies

⌂

ⱪ꜡☺▼◒
♩

⁷

< 2 4 >
Ph.D(Economics)

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

International
Environmental
Cooperation Studies

⁷

< 2 4 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

⁷

< 2 4 >

♄▬Ᵽכ◦♥▫─

⁷

< 2 4 >

♄▬Ᵽכ◦♥▫─

22



⁷

< 2 10 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

⁷

< 2 10 >

כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦

⁷

< 2 10 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 10 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

⁷

< 2 10 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 2 10 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 2 10 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

⁷

< 2 4 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 2 4 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

International
Environmental
Cooperation Studies

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ
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⁷

< 2 10 >

⁷

< 2 10 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 2 10 >

MOT

MOT≤ⱬfi♅ꜗכⱦ☺
Ⱡ☻

⁷

< 2 10 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 10 >

◐ꜗꜞ▪
ⱴⱠ☺ⱷfi♩

⁷

< 2 10 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 3 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >

◐ꜗꜞ▪
ⱴⱠ☺ⱷfi♩

⁷

< 2 4 >

MOT

MOT≤ⱬfi♅ꜗכⱦ☺
Ⱡ☻

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >
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⁷

< 2 10 >

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Fundamentals of
Survey Methodology

Risk Management
Technology

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 10 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 2 10 >

Development
Technology

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

Environmental
Health Science

⁷

< 2 4 >

Development
Technology

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒

כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪ

⁷

< 2 4 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 2 4 >

Environmental
Management

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

Fundamentals of
Survey Methodology

Risk Management
Technology

⁷

< 2 4 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

Ⱬ▬☼ ⁷

< 2 4 >
(

)
(

♄▬Ᵽכ◦♥▫─

⁷

< 2 10 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

Ⱬ▬☼ ⁷

< 2 10 >
(

)
(

♄▬Ᵽכ◦♥▫─
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⁷

< 2 10 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 10 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷

< 3 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦

NIRAJ PRAKASH JOSHI

< 3 4 >

Developing
Designing Ability

Urban Environmental
Science

⁷

< 2 10 >
PhD (Management)

( )

▪fi♩꜠ⱪ꜠♫כ
◦♇ⱪ

⁷

< 2 4 >
PhD (Management)

( )

▪fi♩꜠ⱪ꜠♫כ
◦♇ⱪ

VAN DER DOES LULI

< 2 10 >
PhD Social
Sciences

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

SHARIFI AYYOOB

< 2 10 >

International
Environmental
Cooperation Studies

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ
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International
Environmental
Cooperation Studies

⁷

< 3 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦

RAMASAMY
SARAVANAKUMAR

< 3 4 >

▬fi♪

כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦

VU HA THU

< 2 10 >

⁷

< 2 10 >

♄▬Ᵽכ◦♥▫─

⁷⁷

< 2 10 >

⁷

< 2 10 >

Development
Technology

Geographic
Information System
Technology

⁷

< 2 10 >

♪♇♁ⱷ♅כ◘ꜞ

♪♇♁ⱷ♅כ◘ꜞ

TRAN ANH DUC

< 3 4 >

♪♇♁ⱷ♅כ◘ꜞ

⁷

< 2 10 >

⁷

< 2 10 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >

Development
Technology

Geographic
Information System
Technology

⁷

< 2 4 >

♄▬Ᵽכ◦♥▫─

ISLAM⁷MOINUL

< 2 4 >

☻♩꜠☻ⱴⱠ☺ⱷfi
♩
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⁷

< 3 4 >

VARGHESE VARUN

< 3 4 >
Doctor of
Philosophy

▬fi♪

Development
Technology

AHANA SARKAR

< 3 4 >
Doctor of
Philosophy

▬fi♪

International
Environmental
Cooperation Studies

Fundamentals of
Survey Methodology

NGUYEN VAN QUAN

< 2 10 >

Development
Technology

International
Environmental
Cooperation Studies

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 4 >

☻♩꜠☻ⱴⱠ☺ⱷfi
♩

◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ
☺ⱷfi♩

⁷

< 2 10 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

TROSELJ JOSKO

< 2 10 >

⁷

< 2 10 >

☻♩꜠☻ⱴⱠ☺ⱷfi
♩

◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ
☺ⱷfi♩

28



STYCZEK URSZULA
MARIA

< 3 4 >

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

⁷⁷

< 3 4 >
M.A(Social Science)

◐ꜗꜞ▪
ⱴⱠ☺ⱷfi♩

⁷

< 2 4 >

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

▬ꜝ▪ꜙ☺ⱦ♃כ♦
fi Aꜛ◦כ♀

▬ꜝ▪ꜙ☺ⱦ♃כ♦
fi Bꜛ◦כ♀

⁷

< 2 4 >

A

⁷

< 2 10 >

⁷

< 2 10

Hiroshima⅛╠
╩ ⅎ╢

A

⁷

< 3 4 >

◐ꜗꜞ▪
ⱴⱠ☺ⱷfi♩

⁷

< 2 10 >

כ◦ꜝ♥ꜞ

⁷

< 2 10 >

▬ꜝ▪ꜙ☺ⱦ♃כ♦
fi Aꜛ◦כ♀

▬ꜝ▪ꜙ☺ⱦ♃כ♦
fi Bꜛ◦כ♀

⁷

< 2 4 >
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ₒ │ ₓ ₒ ₓ

Bruckner, Thomas

Basics in
Sustainable
Development

Energy Engineering
and Management

Sustainable Energy
Economics

Integration Module

Sustainability
Assessment of the
Energiewende

Modelling in
Resources
Management

Master's Thesis

Gawel, Eric

Master's Thesis

Holländer, Robert

Basics in Economic
Sciences

Master's Thesis

Basics in
Sustainable
Development

Bruckner, Thomas

Basics in
Sustainable
Development

Energy Engineering
and Management

Sustainable Energy
Economics

Integration Module

Sustainability
Assessment of the
Energiewende

Modelling in
Resources
Management

Master's Thesis

＜ライプツィヒ大学＞

Holländer, Robert

Project Management
and Communication
Skills

Master's Thesis

Quaas, Martin

Environmental and
Biodiversity
Economics

Economics and
Natural Resource
Use and
Conservation

Master's Thesis

Schnabl, Gunther

Basics in Economic
Sciences

Master's Thesis

Gawel, Eric

ה ⁷⁷
⁷

ה ⁷⁷
ה⁷ ה

⁷ ⁷

─ ⁷ ─ ⁷

Economics and
Natural Resource
Use and
Conservation

Master's Thesis

Schnabl, Gunther

Master's Thesis

Master's Thesis

Pahl, Burkhard

Quaas, Martin

Environmental and
Biodiversity
Economics
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⁷ה ─５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

⁷ה⁷⁷⁷ │ ─ ∕─ ─ ⌐ ∂≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

₈ ה⁷⁷⁷ │ ₉⌐│ │ ─ ≡ ╩ ╗⁹ ╩ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷∕─ ≢ │ ⅛╠ ≤⌂∫≡™╢ │ ─ ≤⇔≡ↄ∞↕™⁹

─  ה⁷⁷⁷ │₈ ─ ⌐ ╢ ─ ⅝₉─₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ │ ∕╣∙╣─ ─ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ │ ⁸ ⁸ ⁸ ╖ ⁸ ⁸ ─ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌂ ≢№╣┌ ─ │ ⇔⁸ ╘≡ↄ∞↕™⁹

Drechsler, Martin

Modelling in
Resources
Management

Saupe, Gerit

Project Management
and Communication
Skills

Fischer, Jens-Uwe

Land Management

Master's Thesis

Klauer, Bernd

Basics in
Sustainable
Development

Water Resources
Management

Master's Thesis

Saupe, Gerit

Project Management
and Communication
Skills

Klauer, Bernd

Basics in
Sustainable
Development

Water Resources
Management

Master's Thesis

Drechsler, Martin

Modelling in
Resources
Management

Fischer, Jens-Uwe

Land Management

Master's Thesis

Tillman,Schenck

Master's Thesis

Hendrick,
Kondziella

Master's Thesis

Lauternschläger,
Sabine

Master's Thesis

Basics in
Sustainable
Development

Sustainable Energy
Economics

Land Management
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╩  ה ⅝≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⅜⌂™ │₈ ⌐⌂⇔⁹₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌂ ≢№╣┌ ─ │ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
⁷⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷⁷

＜広島大学＞

ₒ ₓ

ₒ ₓ

ה   ⌐

ה   
ה   
ה   
ה   
ה   
ה   
ה   
ה   
ה   
 VAN DER DOES LULIה
ה   
 SHARIFI AYYOOBה
 NIRAJ PRAKASH JOSHIה
ה   
ה   
ה   
 ISLAM MOINULה

ה   
 RAMASAMY SARAVANAKUMARה
ה   
 VU HA THUה
 TRAN ANH DUCה
 VARGHESE VARUNה
 NGUYEN VAN QUANה
ה   
 AHANA SARKARה
 TROSELJ JOSKOה

ה   
ה   
ה   
ה   
ה    
ה   
 STYCZEK URSZULA MARIAה

＜ライプツィヒ大学＞

⁷⁷⁷⁷⌂⅔⁸ ⌐ ≤⌂∫≡™╢ │⁸₈ ₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה Weiß,Gregor ╩ Pahl,Burkhard ╩
ה Lauternschläger,Sabine Hendrick,Kondziella, Tillman,Schenck ╩

⁷ה⁷⁷⁷ ≢ ↕╣√ ─ ╩ ∆╢ │⁸ ⅜ ╩ ∆╢ ⌐ ∏₈ ₉╩ ⇔⁸

⁷⁷⁷⁷ ה ⌐╟╢ ╩ ↑≡ↄ∞↕™⁹ ╩ ↑∏⌐ ≤⇔≡ ╩ ∆╢↓≤│ ╕∑╪⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉╩ ⇔₈ ₉─ ╩ ↑≡™╢ │₈ủ ủ ₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹
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⁷ה │⁸ ⌐ ⇔ ╩ ∆╢ ─ │ ─ ─ │ ─

⁷⁷⁷⁷ ⅜ ⌡≡ ∆╢ ╙ ╘╢ ⌐≈™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה ⌐ ↔≤⌐ ↄ╙─≤∆╢ ─ ⌐≈™≡ ╘╢ ⌐╟╡

₈ה ─ ₉⌐│⁸ ⌐ ↕╣≡™√ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁷ ⌐ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

₈ה⁷⁷⁷ ─ ₉⌐│⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

₈ה⁷⁷⁷ ─ ─ ₉⌐│⁸₈ ─ ₉⌐ ⇔√ ⌐⁸ ╩ ╖≢№╡⁸

⁷⁷⁷⁷ ╕≢⌐ ∆╢ ╩ ⅎ√ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁷ ⌐ ─ ≤─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ ỏ

₈ה⁷⁷⁷ ─ ─ ₉⌐│⁸ ↕╣≡™╢ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⁷⁷⁷⁷ ⁷ ⌐ ─ ≤─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ ỏ

₈ה ₉⌐│⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ∆╢ ⌐ ≠ↄ ⌐╟╢ ≢│№╡╕∑╪ ⁸

⁷⁷⁷⁷⅔╟┘⁸ ─ ⁸ ⌐ ∆╢ ⌐ ≠ↄ ⌐╟╡ ╩ ⅎ≡ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢

⁷⁷⁷⁷ ⅔╟┘ ⌐ ╩ ⅎ≡ ≤⇔≡ ∆╢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁸⅔⌂ה⁷⁷⁷ ⌐╟∫≡ ⅜ ⌂╢ ⌐│⁸ ↔≤─ ╩₈ ─ ╘╢ ₉⌐ ⅝≢

⁷⁷⁷⁷⇔⁸₈ ╩ ⇔≡™╢ ₉⌐│ ⇔√ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ⁷ ⌐ ─ ≤─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ ỏ

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

⁷ה ╩ ╡ ≡ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

⁷ה ╩ ╡ ≡ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

⁷ה ╩ ╡ ≡⁸ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

⌐⅔↑╢
─

3

= 100 ％

= = 0

⁷ ⁷ ⁷─⁷ ⁷

─ ─

─╖
─

8 0 0

⁷0    0⁷ ⁷0⁷

  0⁷  1  

─

─ ─

─╖
─

⁷0⁷ ⁷0⁷

8 0 0

⁷0  

  1   Ỏ1 ⁷0⁷ ⁷0⁷ ⁷0⁷

8

4 0 0 84 4 0 0

'

0

'

0

⁷0⁷ Ỏ1   0⁷ ⁷0⁷

0

  0⁷

⁷⁷ ⁷ ⁷ ⁷

8 4

⁷
'

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

⌐⅔↑╢
─ ℮∟⁸ ⌐

⅔↑╢ ─

4 3

⁷⁷⁷⁷ ↕╣╢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

　（２）－②　専任教員等数【大学院】

⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷
'

0

(0)

─╖
─

─╖
─

3 5 0 0 8
4 4 0 0

(3) (5) (0) (0) (8)

8 0 0
8 0 0

(8) (0) (0)

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
8
8

％

　（２）－③　年齢構成

─ ╘╢
─ ─

℮∟⁸ ╩
⇔≡ ⇔≡™╢

─ ℮
∟⁸ ╩ ⇔
≡ ∆╢

65 0 0

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

0
8

34



⁷ה │⁸ ⌐ ⇔ ╩ ∆╢ ─ │ ─ ─ │ ─

⁷⁷⁷⁷ ⅜ ⌡≡ ∆╢ ╙ ╘╢ ⌐≈™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

⁷ה ╩ ╡ ≡ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

－ 人

─

0 0

0 0 0

⁷ה │ ⁸ ╩ ⇔√ ≡─ ─ ─ ╩ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

⁷ ⁷ ה ה ─

⌂⇔

─

╩ ⇔√ ─ a + b + c ᵑ─ a ᵒ─ b ᵓ─ c

0 0 0

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉≤│⁸ │ ⌐ ≤⇔⌂⅜╠⁸ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√ ─↓≤≢∆⁹

⁷⁷⁷⁷⁷ ⇔√ ⌐ ⇔√ │⁸ ₈ ᵒ ─ ┘ ₉⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ⅛╠ ─ ╕≢⌐ ⅜ √⌐ ╩ ⇔√ ⁸ ⌐≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸
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0
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⁸√╕⁷ה⁷⁷⁷ ≢№∫√ ─ ─ ⌐≈™≡⁸ ↔≤⌐ ╩ ₈ᵑ₉ ₈ᵓ₉⅛╠ ⇔⁸

⁷⁷⁷⁷⁷₈ ₉─ ⌐∕─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה ⅜ ∆╢ ⇔≡™╢ │₈ᵑ₉
ה ⅜ ∆╢ ⇔≡™╢ │₈ᵒ₉
ה ⁸ ⌂≥⁸ ₈ᵑ₉₈ᵒ₉ ─ │₈ᵓ₉

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況
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⁷⁷⁷⁷⁷₈ ₉─ ⌐∕─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹
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　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

⁷⁷⁷⁷ ─ ⌂≥╩ ⌂ ╡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況
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⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉⌐│⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⅜⌂™ ⌐│⁸₈ ₉─ ⌐₈ ⌂⇔₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ↕╣√ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ─ ─ ⌐ ╢ ╩ ↄ⁹  ≤⁸∕╣⌐ ∆╢ ⌐≈™≡⁸

⁷⁷⁷⁷ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉⌐│⁸ ─ ─ ⁸ ⌐ ↕╣√ ╩

⁷⁷⁷⁷∕─ ─ ≤⌂╢ ⅜№╣┌⁸ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉≢│⁸ ≢№╣┌₈ ₉⁸ ⅜ ⇔≡™╣┌₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷₈ה ₉⌐│⁸ ╕√│ ⌐ ↕╣√ ─ │
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⁷ ⁷ ⁷─⁷ ⁷ ה ─ ⇔⌂≥

７　その他全般的事項

＜先進理工系科学研究科　広島大学・ライプツィヒ大学国際連携サステイナビリティ学専攻＞

（１） 設置計画変更事項等

本専攻に入学した学生(10月入学）は，ホーム大学で半年間学
んだ後（第1セメスター），相手大学において1年間修学し（第2・第
3セメスター），最終セメスターにホーム大学に戻り，修士論文を
作成するスケジュールとなっているが，新型コロナウィルス感染
症の感染拡大により渡航制限措置が取られたため，当初予定し
ていた相手大学へ留学しての授業が実施できない状況となっ
た。（第2セメスターの科目のうち，広島大学開設科目50単位
（ベーシック科目16単位，専門科目34単位），ライプツィヒ大学開
設科目25単位（専門科目）。）
このため，計画を変更し，広島大学に渡航予定であったライプ
ツィヒ大学をホーム大学とする学生は，オンラインにより広島大
学の科目を履修した。なお，広島大学をホーム大学とする学生
は，本人の都合により，令和2年10月から休学している(R3.9に退
学)。
オンラインでの履修への変更にあたっては，本学とライプツィヒ
大学で，新型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえた今後
の方向性などについて協議を行い，第2セメスターの授業をオン
ラインや録画講義による対応とすることを確認した。また，指導
教員から学生に対してオンラインで丁寧に説明を行うとともに，
学生に対して，ヨーロッパ時間や録画講義でも受講が可能な科
目を明示した時間割を配付した。
オンラインでの履修にあたっては，対面授業に相当する教育効
果が得られるよう，Microsoft Teamsでオンラインディベートを実
施し，学生間の交流が深まるよう促したり，課題に対する学習成
果をオンラインで発表させ，学生同士の議論や教員からのアド
2☿ⱷ☻♃כ─ ─℮∟ ⅜ ⇔√ │

₈Environmental Management₉ ₈Sustainable
Architecture A₉ ₈Energy Science and Technology₉
₈Management and Conservation of Ecosystems₉
₈International Environmental Cooperation Studies₉
₈ B₉≢№╢⁹

オンラインでの履修にあたっては，対面授業に相当する教育効
果を担保するため，以下の工夫を行った。
・同時双方向型で，各回の授業に関する学生からの質問に回答
するとともに，学生とのディスカッションを実施する回を設け，そ
の内容を収録し，オンデマンド動画として配信した。時差等の事
情で同時双方型のディスカッションに参加できない学生に対して
は，メールやチャットによる事前質問を受け付けた。
・演習の課題を学生に事前に準備させた上で，授業中はオンラ
インで各学生の進捗を確認し，全体あるいは個別に解説・アドバ
イスを行った。
・Microsoft Teamsでオンラインディベートを実施する等，学生間
の交流が深まるようにした。
・Microsoft Teamsのチャット機能を利用して学生の意見を集め，
課題に対する主な意見や分布などを講義中に紹介し，改めて意
見をチャットに書き込んでもらった。
・課題に対する学習の成果をオンラインで発表し，学生同士の議
論や教員からのアドバイスを受けて最終レポートを作成させた。
なお，広島大学ではコロナ禍を受けて，授業等の実施に関する
方針（教員向け）を作成し，オンライン授業において対面授業に
相当する教育効果が得られるような授業の構成や実施方法の
例を示すなどの対応をしている。

┼─ ⅜≢⅝⌂⅛∫√√╘ ⌐≈™≡
│ ⌐ ⇔ ⱱכⱶ ─ ⅜ ─

≤ ╩ ╡⌂⅜╠ ⅝ ⅝ ╩ ∫√⁹
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⁷ה ─ ⌐ ⇔√ ≢⁸ ─ ╟╡ ─№∫√╙─ ╩ ╗⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌐ ↕╣≡™╢ ≤─₈ ─ ₉⌐≈™≡⁸

⁷⁷⁷⁷ ה ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ┘ ⌐ ⇔≡ ∂√ ∆═⅝ ⌐≈™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ライプツィヒ大学の事務局とメールにより，以下のとおり協議等を
行った。

日時：令和3年2月10日～2月20日（メール）
協議事項：渡航・入国制限に関する情報交換及び日本とヨーロッ
パとの時差を考慮した対応等。双方の大学において，オンライン
授業の提供準備が整っていることを確認した。

日時：令和3年3月9日～3月24日（メール）
協議事項：新型コロナウイルス感染症の拡大による入国制限が
解除されるまで，第2セメスターの授業をオンラインや録画講義
による対応とすること，また，渡航制限により，各学生の修了予
定時期に変更がないか，本人の意向を含め，確認を行った。
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ה⁷⁷ ה

ה⁷⁷ ⌐ ∂≡

⁷⁷ᵑ ⱪ꜡◓ꜝⱶ

⁷⁷ᵒ ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩

⁷⁷ᵑ●▬♄fi☻

⁷⁷ᵒ ◦☻♥ⱶ₈╙╖∂₉╩ ⇔√▪fi◔כ♩

⁷⁷ᵑ ⱪ꜡◓ꜝⱶההההההההההההההה ╩ ⇔≡

⁷⁷⁷ │ ₈ ₉5 ≤₈ ₉2 ∆╢⁹

ה⁷⁷ ┘ ┼│ ◦☻♥ⱶ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ─ ╩ ≤⌂∫≡™╢⁹

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

⁷⁷(7)⁷ ─ ⌐ ∆╢↓≤

⁷⁷(6)⁷ ⌐ ∆╢↓≤

⁷⁷(1)⁷ ⌐ ∆╢↓≤

⁷⁷(2)⁷ ⌐ ∆╢↓≤

⁷⁷(3)⁷ ⌐ ∆╢↓≤

⁷⁷(4)⁷ ⌐ ∆╢↓≤

⁷⁷(5)⁷ ┘ ⌐ ∆╢↓≤

ᵑ⁷

⁷ ⁷ ─ ─ ╗

⁷ ⁷ ╩ ╕ⅎ√ ┼─

⁷ ⁷ ─ ┘ ⁷

⁷ ⁷ ╛ ┼─

ה⁷⁷ ⌐╟╢▪fi◔כ♩⌐ ≠⅝ ─ ╩ ╢≤≤╙⌐ ◦ꜝⱣ☻⌐ ↕∑≡™╢⁹

ה⁷⁷ ≢ ∆╢ ▪fi◔כ♃╡╟⌐♩כⱶ ↔≤⌐

⁷⁷⁷╕√ ─ ⌐ ↑≡ ─ ╩ ℮⁹

ᵓ⁷ ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩─

⁷ ⁷ ⁷

⁷ ⁷

⁷ ⁷ ─ ╗

⁷⁷(8)⁷ ─ ≤ ⌐ ∆╢↓≤

⁷⁷(9)⁷∕─ ה ⌐ ∆╢↓≤

ᵒ⁷

⁷⁷ᵒ ⌐╟╢ ▪fi◔הההההההההההה♩כ ⱶכ♃ ↔≤

⁷ ⁷ ─

⁷ ⁷ ─ ⁷

₈ᵑה ⁷ ─ ₉⌐│⁸ ╩ │ ∆╢↓≤⁹

⁷⁷⁷⁷₈ᵒ ₉⌐│⁸ ↕╣≡™╢ ╩ ≡ ∆╢↓≤⁹
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⁷ ⁷ ⁷⁷⁷⁷⁷₡⁷►▼Ⱪ◘▬♩┼─ ⁷₢

⁷⁷⁷⁷™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷1 ╩ ↑ ╣√⁹ │ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ⌐ ∫≡ ─ ╩ ™ SDGs ⌐ ↑√ ≤ ─

⁷⁷ ⌡ ─ ≥⅔╡ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ⇔√▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ⌐ ≠⅝ ─

⁷⁷ ╩ ⇔ 2 10 ⌐ ╩ⱱכⱶ ≤∆╢ ꜝ▬ⱪ♠▫ⱥ ╩ⱱכⱶ ≤∆╢

⁷ ⁷ ⁷₡⁷ ﬞ ⁷₢

⁷⁷⁷⁷ ╘≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷⁷⌂⅔⁸₈ᵒ⁷ ה ₉⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ╗ ⌐≈

（４） 情報公表に関する事項

ủ⁷

⁷ ⁷ ─ ⁷⁷₡⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷₢

ᵓ⁷ ╩ ↑╢

ה⁷⁷ 5 ⌐ ה ⌐╟╢ ╩

⁷⁷⁷⁷╕√⁸₈ᵑ⁷ ─ ה ─ ⌐ ∆╢ ה ₉⌐≈™≡│⁸≢⅝╢∞↑ ⌂ ╩

⁷ה ─ ─ │ ─ ⌐ ╦╠∏ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

β ⅜ ⅜ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⇔≡™ↄ ╩ ⇔√╙─≢№╢↓≤⌐ ╖⁸

⁷ ⌐≈™≡│⁸ ─►▼Ⱪ◘▬♩⌐ ∆╢⌂≥⁸ ⌂ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹

ה⁷⁷ ─ ╩ ⇔ ►▼Ⱪ◘▬♩ ≢

⁷⁷ ─ ⌐ ⇔≡ ▪ⱪ꜡כ♅≢ ╛ ╩ ≢⅝╢ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹

⁷ ⁷

ה⁷⁷ 4 3

⁷ ⁷

ᵑ⁷ ─ ה ─ ⌐ ∆╢ ה

ᵒ⁷ ה

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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